
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

2000 年の羽田空港の沖合展開直後の航空連合第 3 回定期大会で

「2001-2002 年度産業政策提言」を策定した時からの念願だった「羽田空

港における新飛行ルートの運用」が、3 月 29 日（日）より開始されました。 

これにより、発着回数が最大で年間約 4 万回（１日あたり約 50 便）増加

し、首都圏の国際競争力が強化されます。加えて、日本最大の内際航空ネッ

トワークを活用した国内各地域への波及効果が期待されます。 

現在、航空需要は大きく減退していますが、現在の危機を乗り越えた先に、

観光先進国の実現を加速させていく必要があります。航空連合は、今回の  

成果や経験を活かし、政策実現に一層精力的に取り組み、産業の発展を目指

して、働く者の立場から将来を自らの手で切り拓いていきます。 
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